
125万円未満の人
125万円以上210万円未満の人
210万円以上320万円未満の人
320万円以上400万円未満の人
400万円以上600万円未満の人
600万円以上800万円未満の人
800万円以上1,000万円未満の人
1,000万円以上の人

80万円以下の人
80万円超120万円以下の人
120万円超の人
80万円以下の人
80万円超の人

本人の合計所得金額が
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

1,890

3,150
4,410
5,985
6,300
7,560
7,875
9,450
10,395
11,970
12,600
14,490
15,750

22,600

37,800
52,900
71,800
75,600
90,700
94,500
113,400
124,700
143,600
151,200
173,800
189,000

基準額×0.3

基準額×0.5
基準額×0.7
基準額×0.95
基準額
基準額×1.2
基準額×1.25
基準額×1.5
基準額×1.65
基準額×1.9
基準額×2
基準額×2.3
基準額×2.5

月額（円） 年額（円） 保険料率対象となる人
生活保護を受給している人
老齢福祉年金を受給している人で、世帯全員が市民税非課税の人

同じ世帯にいる
人全員が市民税
非課税

同じ世帯に市民税
課税の人がいる

本
人
が
市
民
税

非
課
税

　
近
年
、
大
規
模
な
災
害
や
感
染
症
の
流
行
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な

い
急
激
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
地
域
や
民
間
企
業
、
大
学
等
が
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
既
存
の
仕
組
み
を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
、
あ
る
い
は
共

創
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
人

と
人
と
の
強
い
絆
に
よ
り
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち 

こ
ま
つ
を
目
指
し
、「
我
が
事
・
丸
ご
と
」で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
2
0
1
8
年
策
定
の
第
7
期
い
き
い
き
推
進
プ
ラ
ン
で
は
、
２
０
２
５

年
に
い
き
い
き
シ
ニ
ア
率（
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
人
の
割
合
）75
％
達
成
の
目
標
を
設
定
し
、
介
護
予
防
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
取
り
組
み
や
、
医
療
・
介

護
専
門
職
の
連
携
に
よ
る
支
援
の
推
進
に
よ
り
、
い
き
い
き
シ
ニ
ア
率
は

徐
々
に
上
昇
し
、
２
０
１
５
年
設
定
時
の
66
％
か
ら
２
０
２
１
年
現
在
は

70
％
ま
で
改
善
し
て
い
ま
す
。

　市では、2021年から3年間の取り組み内容を示した「第8期いきいきシニア
推進プラン」を策定しました。どのような状態になっても地域で支え合い、住
み慣れた地域で、できる限り自立しながら安心して暮らし続けることができる
まちづくりを市民の皆さんと共に進めていきます。

　
介
護
保
険
料
は
、
３
年
間
の
介
護
保
険
給
付

費
の
推
計
を
基
に
、
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま

す
。

　
市
で
は
介
護
予
防
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の
伸
び
が
想
定
を
下

回
っ
た
こ
と
か
ら
、
標
準
月
額
を
６
３
０
０
円

の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
支
援
が
必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
元
気
な
方
は
よ
り
一
層

元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

変化する社会に対応しながら、安心した生活を支
える担い手として活躍できる地域の人材（専門
職・住民）が充足している

高齢者支援のボランティア団体や企業を登録し、
互助の力を活用・推進する体制の構築を図る

自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち

こ
ま
つ
へ

地
域
で
支
え
合
い

年金以外の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
〃
〃
〃
〃

本人が市民税課税

段階

介
護
保
険
料
改
定
の
お
知
ら
せ

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」の
地
域
づ
く
り

い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
増
加

2020年

28.4％
（30,644人）

2025年

28.9％
（30,566人）

2040年

32.8％
（31,495人）

2020年

5,223人
2025年

5,773人
2040年

6,486人

2020年

3,607人
2025年

3,987人
2040年

4,479人

2020年

3.6人

2025年

3.1人

2040年

2.9人

14.8％
（15,918人）

17.7％
（18,762人）

17.8％
（17,112人）

数
字
で
分
か
る
小
松
市
の
現
状
と
推
計

問
い
合
わ
せ
長
寿
介
護
課
　
☎
24
・
８
１
６
８

認知症高齢者数高齢者人口の割合1 3

4

2

後期高齢者1人に対して
支える現役世代の数

要介護認定者の数

65歳
以上

75歳
以上

2025年の目指す将来像

▲概念図「第8期いきいきシニア推進プラン」取り組み内容

中目標

評価指標例

達成に向け

こまつ応援団登録団体数：
新規指標 ⇒ 30事業所・団体（2023年）

サポーター Supporter

当事者・家族・地域が安心した生活を続けること
ができている

地域住民からの相談を受け付け・集約し、地
域包括支援センターにつなげられる身近な窓
口の増加

中目標

評価指標例

達成に向け

高齢者総合相談センターの認知度：
29.7% （2020年）⇒ 50.0%（2023年）

セーフティネット Safety-net

要介護にならないよう、介護予防に取り組むとと
もに、支援が必要な時は、必要な支援を受け、自
立した生活を継続できている

継続的な健康づくり・保健指導の推進

中目標

評価指標例

達成に向け

いきいきシニア率：
70.5%（2020年） ⇒ 75.0%（2025年）

セルフケア Selfcare

状態に応じた支援が地域や専門職の力により提供
され、安心して生活ができている

地域や民間を活用・連携した生活支援の推進

中目標

評価指標例

達成に向け

要介護認定の重度化割合：
25.3%（2019年） ⇒ 23.0%（2023年）

サービス Service

基本理念 「予防」と「共生」の取り組みを広げ
家族みんながここちよく暮らせるまち「こまつ」

広報こまつ 2021.67 6


